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議事録

＜連絡事項＞

· 1/31（金）の実地指導・監査（日付は未定）に向けて、資料の作成・見直しを進めていって下さい。

· OHスケール・予防看護計画書や入院時の書類の作成をし、カルテへの保管もきちんと行って下さい。OHスケールは入院後1週間以内に提出するようにして下さい。

· 毎月の集計は、月末にパソコンへ必ず入力するようにして下さい。

· 病院の予防具購入の稟議書を作成中です。以前に、報告して頂いた必要な個数より、多く必要だと感じた場合は、連絡してください。

· 南山苑の資料の整理を早めに行って下さい。

＜褥瘡発生状況報告＞

　　病院

　各病棟とも発生者はおりません。

　　　　　　　　　　　　

南山苑　2Ｆ　2名～1名退所の為、　　3Ｆ　0名　（変化なし）

＜病棟ラウンド＞

11月13日に病院スタッフ3名（小向Ns、川守田Ns、中村Ns）と南山苑のスタッフ（橋本Ns）とで、ラウンドをしています。南山苑の2名の褥瘡については、軽度であり、今まで通りの処置を継続しています。

＜勉強会実施について＞

　・南山苑～来月に苑内勉強会実施予定としている。（講師：橋本Ｎｓ）

→年次計画に勉強する項目一覧があるので目を通しておく事。

・東病棟～先々月に済んでいる。

・南病棟～3回の勉強会のうち1回目を先月に終了している。（発生原因、圧力とずれについて）残りの2項目については、来年の3月までに実施していく。

＜ケース検討＞

　・長根　矢一様～経管栄養実施中。血液検査の結果、低アルブミンである為、メイバランスを注入していたが、体重増加傾向にあり。BMIは標準を示しているが、ご家族様の希望もあり、メイバランスを中止している。現在、皮膚状態は良好であるが、低アルブミン状態は続いている為、皮膚の観察をしていく。また、膿胸の為、酸素療法していたが、酸素飽和濃度安定してきた為、状態に合わせ、徐々に離床を促して下さい。










